
海
外
の
多
様
な
異
文
化
を
受
け
入

れ
な
が
ら
、
同
時
に
多
く
の
日
本
文

化
を
発
信
し
た
自
由
で
開
か
れ
た
ま

ち
横
浜
関
内
…
…
そ
こ
に
平
山
正
義

さ
ん
（
昭
和
49
年
建
築
科
卒
）
が
関

係
し
て
い
た
。

今
回
は
、
横
浜
を
拠
点
に
建
築
や

ま
ち
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い
る
平
山

さ
ん
の
案
内
で
関
内
を
歩
き
ま
し
た
。

そ
の
説
明
は
、
関
内
に
暮
す
人
々
へ

の
愛
と
ま
ち
へ
の
想
い
、
建
築
へ
の

情
熱
が
あ
ふ
れ
、
氏
の
モ
ッ
ト
ー
で

あ
る
「
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
」

「
人
生
も
仕
事
も
仲
間
と
楽
し
く
」を

実
感
で
き
る
内
容
で
し
た
。

参
加
者
の
コ
メ
ン
ト

◆
都
市
デ
ザ
イ
ン
横
浜
展
で
50
年
以

上
に
わ
た
り
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り
に

鹿
児
島
県
出
身
の
方
が
中
心
で
活
躍

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

�（
Ｓ
49
機
械
科
卒
東
垂
水
隆
彦
さ
ん
）

◆
桜
の
時
期
で
天
気
も
良
く
、
三
渓

園
で
は
も
う
少
し
滞
在
時
間
が
欲
し

か
っ
た
。
開
催
中
の
展
示
会
は
ま
ち

の
模
型
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

�

（
東
垂
水
貴
子
さ
ん
）

◆
思
い
の
ほ
か
大
勢
の
参
加
で
、
案

内
に
も
気
合
が
入
り
ま
し
た
。
Ｕ
Ｄ

50
年
展
も
見
学
で
き
ま
し
た
。

�（
Ｓ
49
年
建
築
科
卒
平
山
正
義
さ
ん
）

◆
都
市
造
り
に
は
計
画
か
ら
建
設
ま

で
長
い
年
月
と
多
く
の
人
々
が
携
わ

コ
ロ
ナ
禍
で
同
窓
会
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
関

東
支
部
の
主
な
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
令
和
三
年
十
月
二
十
三
日
（
土
）

　

�〔
役
員
会
〕・
本
部
会
報
誌
発
送
作
業
・
意
見
交
換

（
多
く
の
会
員
に
会
報
誌
を
読
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
Ｈ
Ｐ
を
見
て
も
ら
え
る
魅
力
あ
る
内
容
）

◆
令
和
三
年
十
二
月
五
日
（
日
）

　
〔
横
浜
ま
ち
め
ぐ
り
下
見
見
学
会
〕

◆
令
和
四
年
一
月
十
五
日
（
土
）

　

�〔
役
員
会
〕・
銀
座
事
務
所
は
一
月
末
日
を
も
っ
て

閉
鎖
の
た
め
最
後
の
役
員
会
と
な
る
。・令
和
四
年

度
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
日
時
や
会
場
の
確
認
・

会
報
誌
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
・
現
在
ま
で
銀

座
事
務
所
を
役
員
会
会
場
に
提
供
い
た
だ
い
た
桑

木
野
副
会
長
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
贈
呈

◆
令
和
四
年
三
月
十
九
日
（
土
）

　
〔
役
員
会
〕・
会
報
誌
原
稿
・
広
告
の
協
力
依
頼

◆
令
和
四
年
四
月
二
日
（
土
）

　

�〔
セ
ン
ト
ラ
ル
関
内
ま
ち
歩
き
〕・
横
浜
（
関
内
）

の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー
開
催　
有
志
十
九
名

◆
令
和
四
年
五
月
二
十
一
日
（
土
）

　
〔
第
三
十
五
号
編
集
会
議
〕・
編
集
等

◆
令
和
四
年
七
月
二
十
三
日
（
土
）

　
〔
役
員
会
〕・
総
会・懇
親
会
案
内・会
報
誌
の
発
送

◆
令
和
四
年
九
月
十
日
（
土
）（
予
定
）

　
〔
役
員
会
〕・
総
会
準
備
最
終
確
認

◆
令
和
四
年
十
月
一
日
（
土
）（
予
定
）

　
〔
総
会
・
懇
親
会
開
催
当
日
〕

関
東
さ
つ
な
ん
主
な
活
動
内
容

り
完
成
す
る
こ
と
を
実
感
。
今
回
も

多
く
の
会
員
が
参
加
し
、
関
東
支
部

の
ま
と
ま
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

�（
Ｓ
45
年
電
気
科
卒
阿
久
根
学
さ
ん
）

◆
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
会
員
の
友
人
、
川
辺
高
卒
稙わ
さ
田だ

光

江
さ
ん
）

◆
横
浜
市
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
50
年
の

歴
史
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い

ビ
ル
が
建
つ
中
、
古
い
建
物
も
生
か

す
知
恵
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
会
員
の
友
人
、枕
崎
高
卒
今
村
ま
ち

こ
さ
ん
）

◆
横
浜
は
す
ば
ら
し
い
ま
ち
で
す
ね
。

初
め
て
知
る
こ
と
が
盛
り
沢
山
で
し

た
。
案
内
役
の
平
山
さ
ん
は
横
浜
市

が
大
好
き
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�（
Ｓ
48
年
機
械
科
卒
田
中
逸
穂
さ
ん
）

◆
関
内
は
観み

る
場
所
や
楽
し
む
場
所

が
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
同
郷
の
方
が
携
わ
っ

て
い
て
、よ
り
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

（
会
員
の
友
人
、枕
崎
高
卒
石
田
京
子

さ
ん
）

6 面につづく
➡

第35号
題　字　野崎耕二書（� ）
発行所　薩南工業高等学校
　　　　同窓会関東支部
編集発行人　阿久根　学
編　集　建築科
発行日　2022年 7 月 23 日
印刷所　株式会社 盈

えい

 進
しん

 社
　東京都千代田区飯田橋1-5-7
　TEL 03（3262）3471

土　木
30年卒

箇
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
花
苛

稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄茄

禾
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
華
荷

同
窓
会
関
東
支
部
総
会
の
お
知
ら
せ

日
時　
　

令
和
四
年
十
月
一
日
（
土
）

受
付　
　

午
前
十
時
半
か
ら

開
始　
　

午
前
十
一
時
よ
り
終
了
十
五
時

場
所　
　

総
合
宴
会
場　

オ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
下
二
階
ロ
ー
ヤ
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

　
　
　
　

台
東
区
東
上
野
一
―
二
六
―
二

　
　
　
　

電
話　

〇
三
―
五
八
一
二
―
一
一
二
三

交
通　
　

山
手
線
・
京
浜
東
北
線　

御
徒
町
駅
北
口
徒
歩
８
分

　
　
　
　

大
江
戸
線　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
線　

�

新
御
徒
町
駅
【
Ａ
―
１
】
出
口
徒
歩
２
分

　
　
　
　

日
比
谷
線　

仲
御
徒
町
駅
北
口
徒
歩
６
分

　
　
　
　

銀
座
線　

稲
荷
町
駅　

徒
歩
５
分

特
別
講
演　
　

吉
留　

浩
一
氏
（
昭
和
四
十
二
年
建
築
科
卒
）

演　
　

題　
　

天
才
人
へ
の
招
待
状
（
美
と
思
想
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　
　
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
前
世
は
空
海
だ
っ
た
？

年会費納入のお願い
　　薩南工高同窓会関東支部は、これまで皆様方
のご協力のもと「活力ある支部活動」を心がけ
運営してまいりました。今日まで休むことなく
活動できましたのも、皆様方のご協力の賜と心
より感謝申し上げます。
　今後とも安定した会の運営には、皆様の年会
費納入が必須の条件であり、また、年会費が同
窓会活動の唯一の財源です。ぜひ、同窓会活動
の趣旨をご理解いただき、同封の振替用紙でご
送金お願い申し上げます。� 役員一同

支部年会費は 2,500 円です。
どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

臆
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
乙

俺�

俺

俺�

俺

卸�

卸

俺�

俺

俺�

俺

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

卸�

卸

億
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
牡
桶
桶
牡
桶
恩

本 誌 ガ イ ド
※「
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
何
度
で
も　

飛
躍
は
永
遠
に
」 �

  

１

　

～
関
東
さ
つ
な
ん
活
動
内
容
～

　

～
横
浜
市
・
セ
ン
ト
ラ
ル
関
内
ま
ち
歩
き
～

　

～
年
会
費
納
入
の
お
願
い
～

　

～
同
窓
会
関
東
支
部
総
会
の
お
し
ら
せ
～

※
本
部
会
長
・
支
部
会
長
・
学
校
長
ご
挨
拶 �

  

２

※
母
校
だ
よ
り（
各
科
の
近
況
） �

  

３

※
支
部
会
員
の
活
動
報
告 �

  

４

※
関
東
支
部
役
員
名
簿 

会
務
報
告 

会
計
報
告 

総
会
会
場 �

  

５

　

～
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ご
案
内
・
事
務
局
所
在
地
～

　

～
銀
座
事
務
所
の
思
い
出
～　

～
訃
報
～

※
特
集　

横
浜
市
・
セ
ン
ト
ラ
ル
関
内
の
ま
ち
づ
く
り �

  

６

　

～
編
集
後
記
～

神奈川県立博物館神奈川県立博物館
正面の大ドーム正面の大ドーム

同
窓
会
関
東
支
部
活
動
報
告

［
横
浜
市
・
関
内
の
見
学
会
］

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
IN
横
浜
」

令
和
4
年
4
月
2
日（
土
）快
晴

参
加
者
　
19
名上・国吉様による横浜市街地模型

を見ながら横浜市・都市デザイン
の説明を受ける見学会のメンバー
下・鹿児島県出身の国吉直行様（後
列：左から3人目）を中心に集合
写真

役員会終了後の懇親会役員会終了後の懇親会
～銀座事務所～～銀座事務所～

（1） 令和 4 年（2022） 7 月 23 日	 関 東 さ つ な ん	 第　35　号

“チャレンジは何度でも 飛躍は永遠に”
～挑戦と創造と飛躍と、そして感動を～

横浜まちめぐり事前検討会横浜まちめぐり事前検討会
～横浜スタジアム前～～横浜スタジアム前～

役員会役員会
～ピーエス技研（事務局）～～ピーエス技研（事務局）～

会報誌編集会議会報誌編集会議
～ピーエス技研（事務局）～～ピーエス技研（事務局）～

横浜まちめぐり横浜まちめぐり
～横浜市大通り公園～～横浜市大通り公園～

役員会役員会
～涵徳亭～～涵徳亭～ 役員会役員会

～涵徳亭～～涵徳亭～



日
頃
よ
り
関
東
支
部
の
皆
様
方
に

は
本
部
同
窓
会
の
運
営
に
対
し
ご
協

力
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
報「
関
東
さ
つ
な
ん
第
三
五
号
」

が
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
と
情
報
交

流
の
場
と
し
て
長
き
に
渡
り
発
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ
り
、
支
部
事
務
局
並
び

に
編
集
担
当
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の

お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
総
会
や
親
睦
会
な
ど
、
全
て

を
中
止
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

関
東
支
部
の
皆
様
と
は
、
創
立
百
十

周
年
記
念
式
典
の
年
以
来
お
会
い
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
こ
そ
は
、
お

会
い
で
き
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

昨
年
度
は
、
同
窓
会
本
部
の
活
動

と
し
て
南
九
州
警
察
署
前
に
設
置
し

た
交
通
安
全
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
飾
看
板
の
塗

装
補
修
や
、
同
窓
会
所
有
の
ね
ぷ
た

の
点
検
作
業
、
正
門
の
植
栽
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

現
在
、
同
窓
会
本
部
の
活
動
費
は
、

毎
年
卒
業
生
か
ら
同
窓
会
永
年
会
費

と
し
て
一
人
四
千
円
ず
つ
い
た
だ
い

て
い
る
の
が
活
動
資
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
近
年
の
生
徒
数
の
減

少
に
よ
っ
て
活
動
資
金
が
不
足
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

鑑
み
、
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
、
各
企
業
か
ら
年
間
五
千

円
で
企
業
広
告
を
掲
載
す
る
旨
の
賛

助
金
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
十
三
社
か
ら
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
各
支
部

の
総
会
で
、
各
地
域
の
企
業
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
活
動
費
不
足
を
解
消
す
る

た
め
に
、
今
年
度
か
ら
全
同
窓
生
に

対
し
て
の
年
間
二
千
円
の
協
力
費
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
の
お
願
い
と
と
も
に
、
会
報

誌
「
さ
つ
な
ん
」
を
同
封
い
た
し
ま

す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、

協
力
金
芳
名
録
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

じ
て
、
母
校
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
新
入
生
は
百
二
名
で
し

た
。
全
校
生
徒
二
七
六
名
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
薩
南
工
業
高
校
の
歴
史
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
、
更
な
る
活
動

を
続
け
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
同

窓
会
活
動
が
な
か
な
か
で
き
な
い
状

態
で
す
が
、
今
後
も
母
校
の
た
め
に
、

同
窓
会
と
し
て
で
き
る
限
り
の
活
動

を
続
け
て
参
り
ま
す
。
関
東
支
部
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
、
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

伝
統
と
歴
史
に
輝
く
関
東
さ
つ
な

ん
同
窓
会
支
部
会
長
の
阿
久
根
で
す
。

同
窓
会
員
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
健
康
で
無
事
に
お
過
ご
し
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
３
年

間
コ
ロ
ナ
過
で
汲
々
と
過
ご
し
ス
ト

レ
ス
や
人
恋
し
さ
に
慣
れ
な
い
中
最

近
や
っ
と
落
ち
着
い
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
総
会
は
中
止
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
10
月
開
催
に

向
け
役
員
一
同
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。ま

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
50
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
日
本
人
選
手
の

華
々
し
い
活
躍
に
日
本
中
が
沸
い
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
競
技
現
地
で

の
応
援
も
か
な
わ
ず
少
々
寂
し
い
思

い
を
抱
き
ま
し
た
。
皆
様
は
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ロ
シ
ア
が
進

行
し
戦
争
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
に
こ
の
よ
う
な
野
蛮
な
事
態

が
あ
る
こ
と
を
誰
が
予
想
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。中
国
、北
朝
鮮
等
も
我
々

日
本
人
に
と
っ
て
油
断
の
な
ら
な
い

事
態
が
起
こ
ら
な
い
事
を
願
い
ま
す
。

前
年
支
部
の
役
員
も
新
た
に
な
り

新
設
部
門
を
含
め
新
た
な
伝
統
を
作

れ
る
よ
う
、
ま
た
伝
統
あ
る
母
校
の

歴
史
が
継
続
さ
れ
ま
す
よ
う
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
既
存
会
員
の
増
強
、
新
会

員
の
入
会
促
進
、
特
に
若
手
会
員
の

入
会
促
進
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
ま
で
昭
和
30
年
代
の
先
輩
方
の

絶
大
な
ご
協
力
の
お
陰
を
も
つ
て
こ

の
同
窓
会
が
継
続
で
き
て
い
る
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
、
総
会
懇
親
会
に

出
席
し
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
来
年
も

体
が
動
く
う
ち
は
行
き
た
い
、
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
関
東
支
部
総
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
継
続
こ
そ

我
々
の
願
い
、
そ
し
て
希
望
で
あ
り

ま
す
。
是
非
と
も
皆
々
様
の
ご
協
力

の
方
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
対
し
物
心

両
面
に
渡
る
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

校
長
と
し
て
赴
任
し
２
年
目
を
迎

え
ま
す
。
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
第
４
波
か
ら
６
波
ま
で

を
経
験
し
、
変
異
株
に
も
苦
し
め
ら

れ
た
一
年
で
し
た
。そ
の
影
響
で
、学

校
行
事
の
中
止
や
縮
小
、
学
級
閉
鎖

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
思
う
よ
う
な
教

育
活
動
が
展
開
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
生
徒
・
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
知
恵
を
出
し
合
い
、
創

意
工
夫
し
て
諸
行
事
等
に
取
り
組
め

た
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
本
年
度
で
創
立
百

十
三
周
年
目
を
迎
え
、
古
き
伝
統
と

歴
史
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
時
代
の
流

れ
に
合
わ
せ
た
教
育
の
推
進
に
、
生

徒
・
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
各
教
育
活

動
を
通
し
て
、
地
域
や
日
本
・
世
界

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
標

に
、
感
染
対
策
を
十
分
に
講
じ
な
が

ら
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

感
染
状
況
に
よ
っ
て
同
窓
会
活
動

も
制
限
さ
れ
る
現
在
で
は
あ
り
ま
す

が
、
関
東
支
部

会
員
の
皆
様
方

の
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解・ご
支
援・

ご
協
力
を
、
今

後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。終

わ
り
に
、

同
窓
会
会
員
の

皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
挨

拶
と
し
ま
す
。

ご
挨
拶

�

本
部
同
窓
会
会
長　

橋
口
良
一

継
続
こ
そ
が
大
事
だ

�

関
東
支
部
会
長　

阿
久
根
　
学
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　代表取締役

沢津橋　敏郎
（昭和 49 年 建築科卒）

クリニックのプランから施工
リフォームの各種改修

〒239-0806
神奈川県横須賀市池田町 1-1-5-307
TEL・FAX 046-876-9218
携帯 080-3219-0976
E-mail: sawatsubashi.t@gmail.com

（昭和４９年  建築科卒）

（昭和49年 建築科卒）
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あ
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さ
つ
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薩
南
工
業
高
等
学
校
校
長　

堀
之
内
公
郎

阿久根 学　　薗田哲昭
上原　亨　　田中春夫
山口教之　　松山義弘
取違道夫　　塗木孝治

令和元年本部同窓会会長ごあいさつ風景令和元年本部同窓会会長ごあいさつ風景創立 100 周年記念碑創立 100 周年記念碑

110 周年記念事業110 周年記念事業

第　35　号	 関 東 さ つ な ん	 令和 4 年（2022） 7 月 23 日 （2）

（S 19年 建築科卒）

〒336―0025 埼玉県さいたま市南区文蔵 3―10―17
　　　　ＴＥＬ 048―861―1010
　　　　ＦＡＸ 048―861―1010

所　長　永崎一則

〔薩南工高同窓生 4名在籍〕
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代表取締役　真 畑　徳 盛
（S36年 採鉱科卒）

０４３（２９４）３７６６
０４３（２９５）３７０４
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（S40年 土木科卒）

祝 関東さつなん35号

代表取締役社長　下園典子

〒102-0072　東京都千代田区飯田橋1-5-7 東専堂ビル5F
TEL 03-3262-3471㈹　FAX 03-5210-7226
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株式会社 盈
えい

進
しん

社
しゃ

源げ
ん

泉せ
ん

混こ
ん

混こ
ん

と
し
て
、
昼
夜
を

舎お

か
ず
。
科あ
な

に
盈み

ち
て
面し
か

る

後
に
進
み
、
四し

海か
い

に
放い
た

る
。

創造
ど
の
よ
う
に
造
る
か
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
造
る
か
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

必要なときに、必要なだけ。必要なときに、必要なだけ。

何を創るかはおまかせします。何を創るかはおまかせします。

祝 関東さつなん祝 関東さつなん
建築科役員有志

野間善治（S36年卒） 吉留浩一（S42年卒）

草原睦雄（S46年卒） 小薗照美（S50年卒）

篠原孝志（S52年卒） 柿迫浩人（S60年卒）

関東さつなん
電気科・情報技術科役員一同

副 会 長　桑木野　智　第１回Ｓ41 年卒
副 会 長　山﨑　幸雄　第１回Ｓ41 年卒
会 長　阿久根　学　第５回Ｓ45 年卒
幹　　事　柳　　絹子　第７回Ｓ47 年卒
幹　　事　薗田　哲昭　第５回Ｓ45 年卒
幹　　事　佐藤　高峰　第７回Ｓ47 年卒
幹　　事　郷之丸忠明　第18回Ｓ58 年卒

笑顔あふれる…我が科のテーブルで
年にいっど位は大いに楽しみませんか。

㊗ 関東さつなん35号
土木科卒有志

桃薗和好（S35年卒） 福留　勲（S44年卒）

新原　亨（S49年卒） 西野洋一（S55年卒）

市坪勝則（S58年卒）



建
築
科

同
窓
会
関
東
支
部
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

建
築
科
で
は
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
優
れ
た
技
術
者
の
育
成
を
目
標
と
し
て
、

知
識
・
技
能
の
修
得
と
各
種
資
格
の
取
得
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
科
で
は
、
今
春
、
二
五
名
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
、
新
た
に
二
六
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま

し
た
。

卒
業
生
は
二
学
年
時
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
各
種
学
校
行
事

等
が
中
止
・
縮
小
と
な
る
な
か
で
の
高
校
生
活

と
な
り
ま
し
た
が
、
進
路
に
つ
い
て
は
各
々
が

希
望
す
る
進
路
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
内
訳
と
し
て
は
就
職
が
約
五
六
％
、
進

学
等
が
約
四
四
％
で
、
就
職
者
は
家
具
製
造
業

の
一
名
を
除
き
、
全
て
建
築
関
連
へ
の
就
職
と

な
っ
て
お
り
ま

す
。資

格
取
得
に

お
い
て
も
積
極

的
に
難
関
資
格

に
挑
戦
す
る
生

徒
が
多
く
、
二

級
施
工
管
理
技

術
検
定
の
学
科

に
二
・
三
年
生

あ
わ
せ
て
十
名
が
合
格
い
た
し
ま
し
た
。
建
築

Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
二
級
、
建
築
大
工
技
能
検
定
三
級

も
合
格
者
が
出
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
後

の
二
級
建
築
士
受
験
に
向
け
、
学
習
を
始
め
て

い
る
生
徒
も
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
各
種
資
格
取
得
や
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会
、
建
築
設
計

競
技
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
社
会
に

求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

情
報
技
術
科

同
窓
会
関
東
支
部
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
学
科
の
目
標
は
、「
電
気・電
子
の
知
識

や
技
術
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
操
作
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
化
社

会
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
を
育
成
す
る
」
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

生
徒
の
現
状
と
し
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

学
生
生
活
二
年
を
過
ご
し
、
修
学
旅
行
は
遠
足

に
変
わ
り
、世
界
中
が
不
安
定
な
状
況
下
で
、国

語
（
読
解
力
・
漢
字
）・
社
会
（
暗
記
）・
数
学

（
四
則
演
算
）・
理
科
（
物
理
・
化
学
現
象
）・
英

語
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
英
単
語
）
等
の
基
礎
学

力
不
足
等
が
多
岐
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
で
す
が
、

本
校
入
学
後
、
普
通
教
科
担
任
の
先
生
方
の
力

添
え
や
、専
門
教
科
の
中
で
再
度
学
び
直
し
、中

学
ま
で
の
「
学
び
」
を
取
り
戻
し
、
夢
を
新
た

に
見
つ
け
、
実
現
の
た
め
に
躍
進
し
、
進
路
実

現
を
成
し
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
進
学
は
、
四
年

制
大
学・専
門
学
校
が
二
割
、
就
職
は
半
導
体・

電
気
設
備
・
自
動
車
・
食
品
関
連
の
製
造
や
検

査
、
国
家
公
務
員
な
ど
幅
広
い
分
野
に
就
職
し

て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

資
格
取
得
に
つ
い
て
は
、
南
九
州
市
の
資
格

試
験
補
助
事
業
等
も
あ
り
、
危
険
物
取
扱
者
試

験
、
第
一
種
・
第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
、
工

事
担
任
者
試
験
、陸
上
特
殊
無
線
技
士
試
験
、電

気
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定
等
に
挑
戦
し
、
合

格
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会
（
電
子
回
路
組

立
部
門
）
に
は
、
二
年
生
が
出
場
し
、
高
度
な

技
術
取
得
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
技
術
が
も
っ
と
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
し
、
技
術
革
新
が
速
い
中
で
、
基
礎
・
基

本
に
立
ち
返
り
、
安
全
や
危
険
予
知
を
第
一
に
、

画
像
認
識
的
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
失
敗
体
験
無
く
、
成
功
体
験
の

み
を
望
む
世
代
で
す
。
是
非
、
高
校
三
年
間
で

何
を
考
え
伝
え
て
い
く
べ
き
か
ご
意
見
・
ご
鞭

撻
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
多
方
面
に
お
け

る
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
御
多

幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

生
活
科
学
科

同
窓
会
関
東
支
部
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生
活
科
学
科
で
は
目
標
を
地
域
社
会
へ
の
貢

献
と
、
自
分
自
身
の
生
活
を
見
つ
め
生
涯
を
見

通
し
た
生
活
の
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
と

定
め
ま
し
た
。
三
月
に
二
十
名
の
三
年
生
を
見

送
っ
て
寂
し
く
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

四
月
に
三
七
名
の
一
年
生
が
入
学
し
、
新
し
い

ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
一
丸
と
な
っ
て
目
標
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
下
の
状
況
で
す
が
三
年
生
を
中
心
に

行
事
に
取
り
組
み
、
体
育
祭
や
文
化
祭
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
先
輩
か
ら
後
輩
へ
そ
し

て
保
護
者
や
地
域
の
方
々
へ
薩
南
工
業
生
活
科

学
科
で
学
ん
だ
こ
と
、
身
に
つ
け
た
技
術
を
披

露
す
る
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
進
学
や
就
職
活
動

に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
中
で
も
県
内
の
看
護

学
校
な
ど
の
医
療
関
係
に
進
学
す
る
生
徒
が
多

く
、
こ
れ
も
長
引
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

状
況
で
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
力
も
身
に
つ
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
生
徒
が
三
年
間
か
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
家
庭
科
技
術
検
定
に
お
い
て
県
内
で
た
だ

一
校
、
二
年
連
続
で
四
冠
王
を
取
得
し
、
同
窓

会
よ
り
立
派
な
横
断
幕
を
本
校
正
門
前
に
設
置

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
か
ら
の

お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ
き
在
校
生
た
ち
の
大

き
な
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

機
械
科

同
窓
会
関
東
支
部
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

ご
支
援
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
教
育
活
動
に
も
制
限
や
縮

小
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
機
械
科
の
教
育
目
標

に
「
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
」

と
あ
る
よ
う
に
、
出
来
る
こ
と
に
目
を
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
も
の
づ

く
り
教
育
に
重
点
を
置
き
、
技
能
の
習
得
と
勤

労
観
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
資
格
検
定
へ

の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
３
級
普
通
旋
盤
や

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
な
ど
の
試
験
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
溶
接

部
門
に
お
い

て
は
団
体
と

個
人
で
県
大

会
優
勝
、
九

州
大
会
上
位

入
賞
を
果
た

し
、
個
人
に

お
い
て
は
全

国
選
抜
大
会

へ
出
場
し
ま

し
た
。
日
頃

の
教
育
活
動

の
成
果
を
十

分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

機
械
科
の

卒
業
生
38
名

は
、
全
員
が

第
一
希
望
で

進
路
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
訳
は

就
職
28
名
、
進
学
10
名
で
す
。
関
東
地
区
に
は

５
名
が
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

同
窓
生
の
皆
様
に
は
卒
業
生
へ
の
ご
助
言
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
、
機
械
科
も
こ

こ
数
年
定
員
割
れ
が
続
い
て
お
り
、
人
材
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

伝
統
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
機
械
科

の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
・
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
同
窓
会
関
東
支
部
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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関東さつま川辺会
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お寄りください。
知覧弁の通じる店です。

〒196-0015　東京都昭島市昭和町 5-14-6
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昭
和
49
年
３
月
に
卒
業
、
大
都
会

に
憧
れ
、
大
阪
の
建
設
会
社
に
就
職

し
ま
し
た
。

当
時
は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
の
翌
年
で
採
用
内
定
に
影
響
が
あ

る
の
で
は
と
、
不
安
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
が
無
事
入
社
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
郷
里
で
木
造
を
中
心

と
し
た
建
築
会
社
を
営
ん
で
い
ま
す
。

最
初
の
ゼ
ネ
コ
ン
で
大
規
模
の
ビ
ル

や
工
場
の
建
設
、
商
業
建
築
の
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
た
お
陰
で
、
今
で
は
ど
の
よ
う

な
依
頼
が
有
っ
て
も
や
れ
る
自
信
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
独
立
ま
で

の
経
験
を
紹
介
し
ま
す
。

7
年
勤
務
し
た
大
阪
の
会
社
を

後
に
し
て
帰
郷
、
当
時
、
加
世
田
市

内
の
旧
池
田
パ
ン
・
グ
ル
ー
プ
内
の

建
設
会
社
に
６
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
会
社

勤
務
を
経
て
、
38
歳
の
時
に
独
立
し

ま
し
た
。
独
立
ま
で
は
、
特
別
な
不

満
も
な
く
、
や
り
が
い
も
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
独
立
を
決
意
し

た
き
っ
か
け
は
「
自
分
の
可
能
性
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
し
た
い
と
の
思
い
が
、

日
に
日
に
増
し
て
き
ま
し
た
。
家
内

に
相
談
す
る
と「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

の
一
言
も
大
き
な
後
押
し
で
し
た
。

技
術
屋
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
は
何
で

も
や
ろ
う
と
決
意
、
こ
そ
く
り
大
工
、

積
算
、
工
事
管
理
、
店
舗
業
者
の
手

伝
い
な
ど
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
同
級
生
に
は
色
々

な
場
面
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
人
た
ち
の
住
ま
い
だ
け
で
な

く
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
多
く
の

仕
事
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、

学
友
と
の
絆
に
感
謝
し
、
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。

独
立
直
後
の
こ
と
で
す
が
、
以
前
、

私
が
建
設
し
た
薬
局
の
施
主
の
方
に

挨
拶
に
行
く
と
、「
お
ぉ
、君
野
君
よ

く
来
た
ね
」
と
心
暖
か
い
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。聞
く
と
、現

在
そ
の
薬
局
の
増
築
を
計
画
中
と
の

こ
と
で
し
た
の
で
、早
速
、「
見
積
り

さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
遠
慮

気
味
に
尋
ね
る
と
、「
建
設
は
君
野
君

に
任
せ
る
よ
」
と
言
わ
れ
、
設
計
か

ら
施
工
ま
で
受
注
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
独
立
し
て
間
も
な
い
こ
ろ

で
経
営
上
も
大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。

私
の
会
社
は「
自
然
素
材
に
特
化
」

し
た
家
造
り
が
中
心
で
す
。
人
に
や

さ
し
く
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
な
が

ら
、
健
康
的
に
過
ご
せ
る
家
を
造
る

こ
と
が
自
社
の
責
務
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

最
近
は
「
Ｉ
Ｔ
の
進
化
・
社
会
の

変
化
に
対
応
し
た
家
造
り
」
や
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」、

「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
次
世
代
へ
の
事
業
承
継
」な
ど
は
緊

急
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
時

に
は
、
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
新
な
可
能
性
に
挑

み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

♪
街
の
明
か
り
が
と
て
も
き
れ
い

ね
ヨ
コ
ハ
マ
～
♪　
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ヨ
コ
ハ
マ
～
♪

テ
レ
ビ
や
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に

出
て
く
る
よ
う
な
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

港
街
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
、
昭
和

49
年
４
月
、
横
浜
市
役
所
水
道
局
に

入
庁
し
ま
し
た
。

当
時
、
横
浜
市
役
所
に
は
、
土
木

科
、
建
築
科
、
地
質
科
の
名
だ
た
る

薩
南
工
高
の
先
輩
方
が
活
躍
し
て
い

て
、
中
で
も
水
道
局
に
は
多
く
在
籍

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
職
場

の
環
境
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私

に
と
っ
て
、
と
て
も
安
心
感
が
あ
り
、

心
強
く
も
あ
り
ま
し
た
。

水
道
局
で
は
、
機
械
・
電
気
設
備

の
維
持
管
理
、
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
工

事・監
督
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。そ

の
後
、
水
処
理
技
術
の
実
験
・
研
究
、

危
機
管
理
対
策
、
ま
た
、
他
市
・
他

県
の
水
道
事
業
体
の
視
察
調
査
な
ど

の
水
道
行
政
に
関
わ
る
業
務
を
多
岐

に
わ
た
り
携
わ
り
ま
し
た
。

今
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
地
区
は

開
発
が
進
み
、
ベ
イ
サ
イ
ド
に
は
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業
施
設
、
娯

楽
施
設
が
次
々
に
で
き
、
華
や
か
な

街
に
変
わ
り
多
く
の
人
々
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
お
気
に
入
り

の
場
所
を
時
間
が
あ
れ
ば
出
か
け
て

街
歩
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
港
の
近
く
で
勤
務
し
て
い
た

時
期
も
あ
り
、
横
浜
市
へ
就
職
が
決

ま
っ
た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
み

な
と
街
横
浜
を
象
徴
す
る
場
所
で
仕

事
が
で
き
る
こ
と
に
意
気
揚
々
と
し

て
い
ま
し
た
。職
場
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
横
浜
港
が
一
望
で
き
、
船
舶
の
出

入
り
が
見
え
る
場
所
で
、
桟
橋
に
は

国
の
内
外
を
問
わ
ず
大
型
客
船
が
タ

グ
ボ
ー
ト
に
曳
航
さ
れ
、
着
岸
・
離

岸
の
様
子
は
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
を

見
て
い
る
よ
う
で
、
時
の
経
つ
の
を

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

し
か
し
、
私
の
仕
事
と
癒
し
の
ギ

ャ
ッ
プ
は
大
き
く
、

現
実
は
業
務
の
課
題

解
決
な
ど
レ
ス
ポ
ン

ス
を
要
求
さ
れ
る
案

件
が
多
く
、
街
の
夜

景
は
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

で
華
や
か
で
し
た
が
、

心
の
内
は
ブ
ル
ー
で

自
分
の
能
力
の
限
界

を
感
じ
つ
つ
暗
く
な

る
ま
で
悪
戦
苦
闘
し

て
過
し
た
時
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
優
柔

不
断
な
性
格
は
、
お

世
話
に
な
っ
た
上
司

に
常
日
ご
ろ
か
ら
指
導
さ
れ
た
「
空

振
り
は
許
さ
れ
る
が
、
見
逃
し
は
許

さ
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
触
発
さ

れ
、
意
識
改
革
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

同
時
に
、
職
域
を
超
え
た
周
り
の
ス

タ
ッ
フ
や
仲
間
の
助
力
に
よ
り
多
く

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
刺
激
の
あ
る
環

境
下
で
多
く
の
経
験
が
で
き
た
こ
と

は
、人
生
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

こ
ま
で
の
在
職
46
年
間
を
通
し
て
微

力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
少
し
は
社
会
貢

献
で
き
た
の
か
な
と
振
り
返
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
住
み
慣
れ
た
横
浜
を
離
れ
、

海
、
山
に
囲
ま
れ
た
田
舎
の
温
泉
町

で
健
康
寿
命
を
意
識
し
な
が
ら
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

初
め
て
覗
い
た
金
属
顕
微
鏡
に
写

し
出
さ
れ
た
の
は
美
し
い
金
属
の
組

織
で
し
た
。
実
習
棟
で
供
試
材
の
金

属
組
織
を
観
察
す
る
た
め
表
面
が
鏡

面
に
な
る
ま
で
一
生
懸
命
に
研
磨
し

た
の
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

金
属
の
中
で
特
に
魅
力
を
感
じ
た

の
が
「
鉄
」
で
す
。
熱
処
理
に
よ
っ

て
組
織（
結
晶
構
造
）と
性
質
を
様
々

に
変
化
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。
鉄

は
硬
く
て
も
ろ
い
性
格
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
鍛き
た
え
る
こ
と
で
ね
ば
り
が

あ
る
強き
ょ
う

靭じ
ん
な
鉄
に
な
り
ま
す
。叩た
た
い

て
（
鍛
え
て
）
形
成
（
造
る
）
す
る

「
鍛た
ん
錬れ
ん
」
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
言

葉
で
す
。

「
鉄
」
の
最
大
の
魅
力
は
色
味
で

す
。
緑
み
を
含
ん
だ
濃
い
青
色
は
藍

鉄
色
と
呼
ば
れ
、
一
般
的
に
「
く
ろ

が
ね
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
藍あ
い
色
は

日
本
人
の
生
活
に
深
く
根
付
い
た
色

で
、
藍
色
の
最
も
深
い
色
味
は
藍
鉄

ま
た
は
紺
鉄
と
表
現
さ
れ
、
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
街
で
よ
く

見
か
け
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋ふ
た
は
踏

ま
れ
る
ほ
ど
鉄
色
が
増
し
ま
す
。
人

や
車
の
往
来
が
多
い
踏
切
の
レ
ー
ル

も
美
し
い
鉄
色
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
機
会
が
有
っ
た
ら
、
じ
っ
く

り
見
て
、
触
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

鉄
は
さ
び
て
見
苦
し
い
、
み
す
ぼ

ら
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
さ
び
る

と
い
う
こ
と
は
鉄
が
元
の
自
然
な
姿

で
あ
る
鉄
鉱
石
に
戻
ろ
う
と
す
る
自

然
現
象
で
す
。
そ
し
て
、
表
面
が
さ

び
る
こ
と
で
保
護
被
膜
の
役
割
を
し

て
経
年・劣
化
を
抑
え
て
い
ま
す
。ま

た
、
さ
び
層
を
作
っ
て
い
く
過
程
で

赤
茶
色
か
ら
藍
鉄
色
に
錆さ
び
が
変
化

し
て
見
え
る
の
を
利
用
し
た
建
造
物

も
あ
り
ま
す
。
時
の
流
れ
と
共
に
表

情
が
変
化
す
る
の
も
鉄
な
ら
で
は
の

魅
力
で
す
。

今
、
自
分
史
を
振
り
か
え
っ
て
み

る
と
鉄
の
特
性
（
変
態
＝
脱
皮
）
に

な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

卒
業
後
、
製
鉄
会
社
へ
の
就
職
が

最
初
の
脱
皮
、
入
社
後
研
究
所
に
配

属
さ
れ
実
験
・
研
究
の
過
程
で
自
分

の
未
熟
さ
を
痛
感
し
、
職
場
で
先
輩

方
よ
り
鍛
え
ら
れ
多
く
の
知
識
と
人

脈
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
二
番
目
の
脱

皮
で
し
た
。
そ
し
て
結
婚
・
子
供
の

誕
生
が
三
番
目
の
脱
皮
、
さ
ら
に

「
鉄
」か
ら
高
圧
変
電
設
備
の
試
験
業

務
を
行
う
会
社
を
起
業
し
た
こ
と
で

完
全
変
態
（
最
終
脱
皮
）
へ
の
ス
テ

ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
を
ま
っ

た
く
新
し
く
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
は
行

動
範
囲（
景
色
）も
広
が
り
自
身
の
色

味
も
増
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
知
覧
、
そ
し
て
自

分
に
豊
か
な
愛
情
を
注
い
で
く
れ
た

両
親
と
母
校
に
感
謝
と
誇
り
を
持
ち

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
進
化
と
可
能
性

を
目
指
し
て
新
た
な
色
味
の
変
化
を

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

薩
南
工
高
に
入
学
し
た
当
時
は
、

建
築
科
・
土
木
科
・
機
械
科
が
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
採
鉱
科
に
在
籍
し

た
。
修
学
の
主
な
目
的
は
、
土
木
建

設
・
鉱
山
関
係
・
測
量
地
質
調
査
な

ど
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

基
礎
を
学
び
、
就
職
先
は
関
東
・
関

西
・
九
州
方
面
の
官
公
庁
や
大
手
企

業
を
目
指
し
た
人
が
数
人
い
た
こ
と

も
記
憶
し
て
い
る
。

学
生
時
代
に
想
い
を
巡
ら
し
て
い

る
と
、
忘
れ
か
け
て
い
た
寄
宿
舎
生

活
の
想
い
出
や
学
校
で
の
部
活
、
体

育
祭
、
技
能
実
習
な
ど
で
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
同
級
生
の
顔

が
次
々
と
浮
か
ん
で
く
る
。

私
は
、
そ
の
後
の
人
生
の
糧
と
な

る
母
校
の
寄
宿
舎
生
活
（
寮
生
活
）

を
三
年
間
体
験
し
て
先
輩
・
後
輩
と

の
規
律
や
仲
間
同
士
の
助
け
合
い
を

学
ぶ
事
が
出
来
た
。
人
の
出
会
い
は

不
思
議
な
も
の
で
、
な
ん
と
六
十
年

前
の
寄
宿
舎
時
代
の
寮
長
を
務
め
た

先
輩
が
、
現
在
私
の
勤
務
す
る
会
社

の
社
長
で
、
縁
が
有
っ
て
就
職
で
き

た
こ
と
に
、
深
く
強
い
「
絆
」
を
痛

感
し
て
い
る
。

当
時
の
寄
宿
舎
は
、
旧
陸
軍
知
覧

航
空
隊
（
知
覧
特
攻
隊
）
の
古
い
兵

舎
（
貴
重
な
遺
産
）
を
利
用
し
た
建

物
で
、
清
ら
か
な
麓
川
と
知
覧
の
古

い
町
並
み
を
挟
ん
で
、
校
舎
か
ら
北

方
三
〇
〇
ｍ
程
の
南
緩
斜
面
に
二
棟

並
ん
で
建
っ
て
い
た
。

木
造
平
屋
建
て
の
古
い
兵
舎
は
そ

れ
ぞ
れ
四
十
ｍ
程
の
長
さ
で
、
内
部

は
十
室
程
に
区
切
ら
れ
て
い
た
。
玄

関
付
近
に
舎
監
室
が
有
り
、
そ
こ
は

体
育
系
の
若
い
先
生
専
用
の
居
室
だ

っ
た
。
更
に
、
そ
こ
か
ら
長
く
伸
び

た
廊
下
の
奥
は
二
十
人
程
が
一
度
に

集
え
る
食
堂
に
な
っ
て
い
て
、
食
事

の
世
話
を
す
る
近
所
の
パ
ー
ト
さ
ん

が
食
べ
盛
り
の
寮
生
の
面
倒
を
見
て

く
れ
て
い
た
。

寮
生
は
五
十
人
程
で
、
各
部
屋
に

一
・
二
年
生
が
混
合
で
二
～
四
人
ず

つ
入
室
し
て
い
て
、
部
屋
毎
に
室
長

を
決
め
、
三
年
生
が
全
体
の
取
り
ま

と
め
、
ま
さ
に
会
社
組
織
の
疑
似
体

験
の
様
だ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
学

校
の
中
間
・
期
末
テ
ス
ト
な
ど
の
成

績
が
不
振
だ
っ
た
寮
生
に
は
、
室
長

の
責
任
で
教
育
・
指
導
が
あ
り
、
そ

の
お
陰
か
寮
生
は
成
績
上
位
が
多
か

っ
た
事
も
覚
え
て
い
る
。

ま
た
、
晴
れ
た
休
日
に
は
知
覧
小

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
部
屋
別
対
抗
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
汗
を
流
し
た

こ
と
や
、
起
伏
の
多
い
特
攻
観
音
往

復
の
マ
ラ
ソ
ン
、
時
々
は
兵
舎
跡
の

肝
試
し
な
ど
で
気
力
・
体
力
を
培
っ

た
こ
と
も
懐
か
し
く
、
時
に
は
寮
で

使
用
す
る
燃
料
の
「
木
っ
端
」
を
町

の
製
材
所
ま
で
先
輩
・
後
輩
が
連
れ

立
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
を
押
し
、
隊
列
を

組
ん
で
運
ん
だ
こ
と
な
ど
、
数
々
の

懐
か
し
い
思
い
出
が
浮
か
ん
で
く
る
。

現
在
は
残
念
な
事
に
寄
宿
舎
の
姿

は
無
い
が
、校
舎
近
く
に
「
母
ケ
岳
」

に
向
か
っ
て
立
派
な
「
日
新
寮
」
が

建
ち
、
遠
距
離
通
学
の
後
輩
達
を
育

ん
で
い
る
。
そ
の
姿
は
僅
か
で
あ
る

が
、
私
に
と
っ
て
古
き
良
き
母
校
の

想
い
出
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。

最
後
に
ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、

経
験
を
積
み
重
ね
挑
戦
す
る
こ
と
が
、

「
飛
躍
は
永
遠
」に
続
く
こ
と
を
後
輩

の
皆
さ
ん
へ
贈
る
言
葉
と
し
た
い
。

い
ど
む

�

鹿
児
島
市（
楽
し
い
家
代
表
）　

昭
和
四
十
九
年

　

建
築
科
卒　

君
野
俊
男

憧
れ
・
魅
了
さ
れ
・
癒
さ
れ

�

昭
和
四
十
九
年

　

機
械
科
卒　

下
之
薗
啓
仁

鉄
に
魅
せ
ら
れ
て

�

昭
和
四
十
九
年

金
属
工
業
科
卒　

小
田
代
　
洋

虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻

虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻

横浜市役所水道局の薩南土木科先輩の横浜市役所水道局の薩南土木科先輩の
退職祝いのひとコマ退職祝いのひとコマ

寄
宿
舎
へ
の
想
い

�

昭
和
三
十
八
年

　

採
鉱
科
卒　

杉
本
征
夫

虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻

虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻 虻

支
部
会
員

支
部
会
員

のの

活
動
報
告

活
動
報
告

当時の寄宿舎当時の寄宿舎
あれから 59 年あれから 59 年

第　35　号	 関 東 さ つ な ん	 令和 4 年（2022） 7 月 23 日 （4）
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〒270―1326　千葉県印西市木下1648―3
TEL：0476―42―6127
e-mail：munesi@zpost.plala.or.jp

関東さつなん
普通科有志
東 　 治 男（S32）

松 山 達 郎（S32）

中木原盛夫（S33）

下 野 敏 孝（S33）
羽生千代子さんは、2022 年 5 月に逝去さ
れました。謹んでお悔み申し上げます。

普通科一同

関東さつなん
機械科卒有志

・黒瀬 勝弘（S37 年卒）・蔵前 充葊（S37 年卒）
・羽山 勝男（S37 年卒）・宮原 秀朗（S38 年卒）
・岩井 宗志（S40 年卒）・東　 正則（S41 年卒）
・尾曲 正孝（S41 年卒）・丸野 晴久（S42 年卒）
・田中 逸穂（S48 年卒）・東垂水隆彦（S49 年卒）

お元気ですか……
　　同窓会で飲みましょう。

薩摩焼酎
だれやめに欠かせない焼酎。
その円熟した風味は疲れた
からだにやすらぎと活力を
与えてくれる。
季節ごとの景色とつまみを
楽しみ、友とたわいもない
会話を愉しみながら時が流
れていく。故郷を夢見て
微睡む。今宵も薩摩焼酎。

小田代 洋
金属工業科　昭和 49 年卒



令和２年度　関東支部会計報告（案）
令和 2年 5月 20 日～令和 3年 7月 27 日

令和３年
６月

５日
関東さつなん会報誌第 34 号編集会議【最終校正と発送までの役割分担等】　
� （銀座事務所）４名出席

７月 24 日
役員会【①関東さつなん会報誌第 34 号発送作業と令和３年度支部総会延期のご案内
②役員会スケジュール及び令和３年～４年支部運営方針検討事項について】
� （㈱ピーエス技研・関東支部事務局）14 名出席

９月 ４日 臨時役員会【総会・懇親会の延期開催の有無を協議】（銀座事務所）８名出席

10 月 23 日
役員会【①本部会報誌第 32 号発送作業②支部年間計画書・目標の確認③今後の母校
との絆④令和４年総会特別講演について⑤令和４年支部総会会場・時期について⑥
令和２年度会計報告・会計監査報告】（㈱ピーエス技研・関東支部事務局）14 名出席

令和４年
１月

15 日
役員会【①関東さつなん会報誌第 35 号編集内容②令和４年総会会場の選定調査報告
及び総会へ向けての準備（銀座事務所）８名出席

３月 19 日
役員会【①関東さつなん会報誌第 35 編集会議内容の報告②令和４年総会準備・役割
分担⑧横浜セントラル関内まち歩き見学会実施の要領説明】
� （㈱ピーエス技研・関東支部事務局）11 名出席

４月 ２日
横浜セントラル関内まち歩き見学会の実施
�【三渓園・横浜関内地域での開港の道・緑の軸線・ウオーターフロント軸など見学】
� 19 名出席

令和４年
７月

２日 役員会【①関東さつなん会報誌第 35 号の最終校正】（盈進社にて）

役員会が活動の原動力になっているひとつは愛校心です。それぞれの卒年度の異なる後輩・先輩たちが学科
を越えてお互い出逢い、励ましあって会議を進めていることに関東さつなんの役員諸子の意気込みや活性化
を感じています。活動の主眼は総会・懇親会です。そのために会報誌を皆様へ届け多くの方が集合できるよ
うに取組んでいます。薩南工高で学び、知覧の環境や空気を共有した良き仲間の集合体です。会員のみなさ
まが総会と役員会へのご出席いただきどんなご意見でも心待ちしております。�（常任幹事長　草原睦雄／記）

令和３年度～令和４年会務報告

　長い間銀座事務所を役員会の会議場としてご提供
ありがとうございました。おかげさまで支部の伝統
や歴史の継承に資することができました。写真は感
謝の気持ちを表し、ご祝儀と役員仲間との写真集を
額におさめ贈呈いたしました。
　役員一同、桑木野先輩のご健康と益々のご活躍を
ご祈念申し上げます。
� 常任幹事長　草原睦雄／記

■�
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総 会 会 場
総合宴会場 オーラム

Tel 03-5812-1123　Fax 03-5812-1125
〒110-0015 東京都台東区東上野１-26-２　ジュエラーズタウン・オーラム

http://www.aurum-ueno.jp

　

東
京
の
銀
座
４
丁
目
の
交
差
点
か

ら
程
近
い
所
に
プ
レ
ハ
ブ
の
２
階
建

て
の
銀
座
事
務
所
が
あ
り
ま
し
た
。

土
地
は
セ
イ
コ
ー
さ
ん
で
建
物
は
某

ゼ
ネ
コ
ン
さ
ん
が
建
て
て
三
十
数
年

近
く
銀
座
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
電
気
・
空
調
設
備
関

連
の
２
社
で
１
階
の
部
屋
を
共
同
で

使
用
し
て
い
ま
し
た
。
光
熱
費
と
家

賃
は
０
円
で
し
た
。
交
通
の
便
の
良

い
所
に
あ
り
ま
し
た
の
で
ゼ
ネ
コ
ン

さ
ん
の
了
解
を
頂
き
十
数
年
位
前
か

ら
役
員
会
や
編
集
会
議
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

会
議
を
行
う
の
も
非
常
に
大
変
で
し

た
が
、
出
来
る
だ
け
距
離
を
と
っ
て
、

そ
し
て
反
省
会
は
一
応
ビ
ニ
ル
等
で

仕
切
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
く

飲
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
オｰ

ナ
ー

様
の
都
合
に
よ
り
本
年
２
月
よ
り
銀

座
事
務
所
は
解
体
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
長

き
に
わ
た
り
プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
を
楽

し
く
利
用
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
、

役
員
有
志
の
皆
様
よ
り
ご
祝
儀
と
役

員
仲
間
と
の
写
真
集
ま
で
頂
き
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株式会社 クリエス
代表取締役 下 前 和 則

（S45年 建築科卒）

E-mail : k_shimomae@h-creas.co.jp
携帯：090-8809-3820
�
〒192-0045
東京都八王子市大和田町 5丁目 17 - 33�
� 内藤第２ビル 301 号室
TEL 042-649-1067 �FAX 042-649-1068

鹿児島県立薩南工業高等学校同窓会関東支部役員名簿
� 令和 4 年 6 月 1 日 現在
役　職　名 氏　　名 学科 卒年 住所

会 　 長 阿 久 根　 学 電気 45 昭 島 市

副 会 長 中木原　盛夫 普通 33 調 布 市

副 会 長 桑 木 野　 智 電気 41 川 越 市

副 会 長 山 﨑　 幸 雄 電気 41 川 越 市

副 会 長 田 中　 逸 穂 機械 48 川 崎 市

常 任 幹 事 長 草 原　 睦 雄 建築 46 八 潮 市

常 任 幹 事 大 隣　　 定 建築 49 市 川 市

常 任 幹 事 柿 迫　 浩 人 建築 60 板 橋 区

常 任 幹 事 新 原　　 亨 土木 49 鎌ケ谷市

常 任 幹 事 市 坪　 勝 則 土木 58 松 戸 市

常 任 幹 事 松 永　 健 治 採鉱 33 東村山市

常 任 幹 事 下 野　 敏 孝 普通 33 松 戸 市

常 任 幹 事 岩 井　 宗 志 機械 40 印 西 市

常 任 幹 事 東垂水　隆彦 機械 49 川 口 市

会計幹事（正） 篠 原　 孝 志 建築 52 川 越 市

会計幹事（副） 吉 留　 浩 一 建築 42 三 鷹 市

会 計 監 査 宿 里　 耕 平 建築 33 八王子市

会 計 監 査 下 前　 和 則 建築 45 八王子市

事 務 局 市坪勝則（兼）土木 58 松 戸 市

事 務 局 柿迫浩人（兼）建築 60 板 橋 区

幹
事
建 築 平 山　 正 義 建築 49 横 浜 市

土木・都市 西 野　 洋 一 土木 55 江戸川区

役　職　名 氏　　名 学科 卒年 住所

幹　
　

事

採鉱・冶金 丸 野　 喬 敬 冶金 35 川 崎 市

採鉱・冶金 小田代　實秋 冶金 35 埼玉県松伏町

採鉱・冶金 福 元　 倉 吉 冶金 38 三 鷹 市

金 属 工 業 小 田 代　 洋 金属 49 横 浜 市

機 械 黒 瀬　 勝 弘 機械 37 熊 谷 市

機 械 折 尾　　 崇 機械 H 7 渋 谷 区

電気・情報 薗 田　 哲 昭 電気 45 府 中 市

電気・情報 柳　　　絹子 電気 47 江 東 区

電気・情報 佐 藤　 高 峰 電気 47 鎌 倉 市

電気・情報 郷之丸　忠明 電気 58 あきる野市

名 誉 顧 問 永 崎　 一 則 建築 19 さいたま市

顧         問 古 市　　 仲 冶金 26 市 川 市

顧         問 田 代　 實 範 土木 27 練 馬 区

顧         問 東　　 治 男 普通 32 鶴ヶ島市

顧         問 松 山　 達 郎 普通 32 練 馬 区

顧         問 川 野　 利 弘 建築 33 千 葉 市

顧         問 繁 村　 隆 巳 建築 34 所 沢 市

顧         問 桃 薗　 和 好 土木 35 八王子市

顧         問 野 間　 善 治 建築 36 八王子市

顧         問 福 留　　 勲 土木 44 鎌ケ谷市

銀
座
事
務
所
の
思
い
出

�

昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
　
　
桑
木
野
　
智

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
写
真
集
を
贈
呈
）

（
写
真
集
を
贈
呈
）

野
崎
耕
二
様
（
土
木
科
昭
和
30
年
卒
）

令
和
４
年
６
月
17
日
逝
去

「
関
東
さ
つ
な
ん
」
題
字
や
画
文
集
「
一
日
一
絵
」
な
ど

出
版
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃　報

（5） 令和 4 年（2022） 7 月 23 日	 関 東 さ つ な ん	 第　35　号

代表取締役　折尾　崇（H7 年 機械科卒）

「出会えてよかった」
といわれる会社でありたい。

東京都知事（1）第 96006 号
TEL.03-6805-4300  FAX.03-6805-2370
all@ml.orio-realestate.com
〒154-0024 世田谷区三軒茶屋 2-20-11-1F

豊かな住生活と夢をお客様へ
株式会社 OriO

不動産、賃貸、売買、コンサルティング
借地、相続、買取、リフォーム

お客様へ新しい価値を創造し
地域社会に貢献します。

お気軽にご相談ください。
全力でご支援させて頂きます。

「青春の母校よいつまでも」
今給黎昌俊　　前山　一夫
上薗　建藏　　真畑　正盛
上野　信行　　中川　笑子（建築科 37 年卒）
神門　靜鹿　　幹　事　川崎　　明
加治佐　茂　　幹　事　川野　利弘
後藤　　實　　幹　事　紀　健次郎
新澤　　勝　　幹　事　塗木　幸夫
二田　満徳　　幹事長　宿里　耕平
事務局　〒192-0364
東京都八王子市南大沢 4-13-1-402

宿里　宅

建築科 33 卒会
（関東地区会員）

関東支部ホームページご案内
お手持ちのスマホ、PCからQRコードや「関東さつなん」
で検索できます。令和の総会模様、横浜街歩き、母校記
念式典模様など最新の写真を見られます。また、母校情
報、広告協賛企業のホームページともリンクしています。
同窓会の歌も楽しく歌えます。

同窓会関東支部事務局　住所：昭島市拝島町 1-8-2
　㈱ PS 技研内　　　阿久根学（S45 年電気科卒）
電話：042-549-1957　
メールアドレス：akune@psgiken.com



象の鼻パークより、クルーズ船
「飛鳥Ⅱ」と大桟橋ふ頭を望む。

手前の石積みは「象の鼻」で、わずか
に湾曲しながら右から左に延びる。
　横浜の魅力の一つに、港とまちが
近いことがある。その風景は、海外
への旅情を誘

いざな
う。潮の香りと海の風

を感じていると、「飛鳥Ⅱ」の出港
の汽笛がまちなかまで響き渡る。

旧横浜市役所　行政棟は、村野
藤吾（1891 ～ 1984）設計で、

コンクリート打放しの柱・梁型を外
にあらわし、その間の壁面は赤褐色
のタイル張り、不規則なバルコニー
が深い陰影を作っている。
　この建築は、星野リゾートにより

「レガシーホテル」に再利用される予定。
建築と景観の保全と活用は横浜市の

「歴史を生かしたまちづくり」に貢
献。

1 2

6

8

5

7

9

神奈川県立博物館 1904 年竣
工、旧横浜正金銀行本店、妻

木頼黄（よりなか）（1859 ～ 1916）
設計、（ドイツ・ネオバロック調）は、
1967 年に博物館に再生した際、正
面の大ドームも復原された。
　「建築は国家なり」の強い意志と
本格的な明治建築にかけたエネル
ギーを感じる。馬車道に面して、現
在でもその存在は圧巻だ。

3 左・旧日本火災横浜ビル（1922 年
矢部又吉設計、1989 年外壁の一部

を保存、日建設計）は、建築容積の割増
しにより、歴史的景観（低層部）が保存
できた例。
右・写真師下岡蓮杖（1823 ～ 1914）
伊豆下田生れ 1862 年、野毛に初めての
写真場を開業。その後、弁天通りに進出。
　1867 年、太田町 5 丁目角地に写真館
を開き大繁昌。我が国に於ける写真技術
の先覚者として近代文化の発展に貢献し
た。

4

◆
12
月
５
日
、ま
ち
歩
き
の
下
見（
見

学
会
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
お
出
か
け
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

�（
Ｓ
47
年
電
気
科
卒
佐
藤
高
峰
さ
ん
）

◆
楽
し
く
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

三
渓
園
や
横
浜
の
歴
史
、
建
造
物
な

ど
見
ら
れ
色
々
と
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
桜
が
満
開
で
、
癒
さ
れ
満

喫
し
ま
し
た
。

�

（
会
員
の
友
人
、
橋
本
喜
江
さ
ん
）

◆
横
浜
市
ま
ち
歩
き
、
中
華
街
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�（
Ｓ
49
年
建
築
科
卒
沢
津
橋
敏
郎
さ
ん
）

◆
懇
親
会
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
母
校
へ
の
思
い
と
絆

を
感
じ
ま
し
た
。
企
画
し
た
平
山
さ

ん
、
建
築
科
の
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

�（
Ｓ
49
年
金
属
科
卒
小
田
代
洋
さ
ん
）

◆
横
浜
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、歴
史・

文
化
を
大
切
に
生
か
し
て
造
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

�（
Ｓ
60
年
建
築
科
卒
柿
迫
浩
人
さ
ん
）

◆
関
東
支
部
の
皆
様
の
熱
い
情
熱
を

感
じ
ま
し
た
。

�

（
柿
迫
な
つ
き
さ
ん
）

◆
横
浜
市
は
景
観
や
歴
史
的
建
造
物

が
都
市
デ
ザ
イ
ン
と
融
合
し
、
楽
し

め
る
ま
ち
に
発
展
し
て
い
る
。

�（
Ｓ
42
年
建
築
科
卒
吉
留
浩
一
さ
ん
）

◆
良
き
友
よ
き
仲
間
と
と
も
に
横
浜

セ
ン
ト
ラ
ル
関
内
ま
ち
歩
き
ど
ち
ら

も
「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」
す
る
。

�（
Ｓ
46
年
建
築
科
卒
草
原
睦
雄
さ
ん
）

今
回
の
取
材
で
横
浜
市
が
な
ぜ
魅

力
あ
る
ま
ち
な
の
か
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
飛
躍
を
求
め
、
住
み
た
い

ま
ち
と
し
て
人
気
の
高
い
横
浜
市
の

魅
力
に
つ
い
て
、
在
住
の
平
山
さ
ん

（
建
築
科・昭
和
四
九
年
卒
）
の
案
内

で
関
内
を
中
心
に
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
観
光
客
は
少
な
い

中
で
し
た
が
、
我
々
有
志
十
九
名
は

消
毒
、
会
話
を
控
え
る
な
ど
注
意
を

払
い
各
建
物
、
施
設
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
の

が
、こ
の
ま
ち
は
歴
史
あ
る
建
物
、景

観
を
保
存
し
つ
つ
、
現
代
に
も
魅
力

が
あ
る
ま
ち
を
造
っ
て
い
く
と
い
う

官
・
民
・
そ
し
て
企
業
の

思
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

人
が
出
会
い
、挑
戦
、創

造
す
る
こ
と
で
未
来
へ
と

飛
躍
し
て
い
る
こ
と
に
感

動
し
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
無
事
に
総

会
が
開
催
で
き
、
ま
た
多

く
の
み
な
さ
ん
と
出
会
え

る
こ
と
を
願
い
第
三
五
号

を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

建
築
科　

昭
和
六
十
年
卒

�

柿
迫
浩
人

編
集
後
記

　中央のビル群は関内である。中央左
に緑の軸線の一部【日本大通りの設計
はプラントン（1841 ～ 1901）英の
土木技師・鹿児島県佐多岬灯台建設に
携わる】が奥の横浜スタジアムから手
前に延びていて、象の鼻パークへと続
く。
　横浜港の左側に大桟橋国際客船ター
ミナルが、右側に赤レンガパーク・赤
レンガ倉庫街が見て取れる。
　都市デザイン横浜展「50 年の歩み」
より横浜市街地の模型横浜市街地の模型 馬車道　歩きやすい歩道へのまちづくり馬車道　歩きやすい歩道へのまちづくり

歩きやすい歩道の整備
・1、2 階の壁面後退により歩道幅を広

げる。歩道には絵タイルが楽しい。
・バリアフリー（段差をなくし車イスも

通行しやすく、歩道拡幅は買物や生活
者に余裕を与える）

・交差点のコーナーを隅切りすることで
見通しをよく。広い場所では彫刻など
でアートなまちづくり。

・無電柱化（電線の地中埋設は景観及び
災害時の障害物減少にも重要）

・グリーンアップ（市の補助事業）
・ガス灯・まちの魅力発信プレート
・ガードレールは景観的配慮を

左・ 開 港 記 念 会 館 (1917 年 竣 工 )　
「ジャック」の愛称。原案は福田重義の
コンペ案による。隅角部の高塔や復原さ
れたドームと屋根が横浜のまちに楽しい
アクセントを与える。中央・神奈川県庁
舎（1928年竣工）「キング」の愛称で有名。
右・横浜税関庁舎（1934 年竣工、大蔵省）　
「クィーン」の愛称。緑の帽子を冠した
気品に満ちた洋館は、女王のイメージが
ぴったりである。ちなみに、3 月 10 日
は「横浜三塔の日」です。

　トンネルの中央から正面に、横浜
ランドマークタワービルを望む。そ
の手前に最近開通したロープウェイ

（横浜 AIR CABINN）が見える。
　地盤面には、桜木町駅に延びる元
貨物線のレールが残された「汽車
道」。開港の道の一部で両側には桜
が満開であった。このヴィスタ（通
景）は、反対側の横浜赤レンガ倉庫
街まで一直線。まさに、歴史の再確
認と都市デザインのコラボだ。

旧日本火災横浜ビル旧日本火災横浜ビル 日本写真の開祖の碑日本写真の開祖の碑神奈川県立博物館神奈川県立博物館

ヴィスタと通り抜けのため、トンネル状に切り抜かれヴィスタと通り抜けのため、トンネル状に切り抜かれ
たホテルたホテル

クイズ：横浜市内に三塔（キング・クイン・ジャック）クイズ：横浜市内に三塔（キング・クイン・ジャック）
が同時に観えるポイントは何か所あるでしょうか？が同時に観えるポイントは何か所あるでしょうか？

キングキング

クインクイン
　↓　↓

↓↓

ジャックジャック

クルーズ船「飛鳥Ⅱ」と大桟橋クルーズ船「飛鳥Ⅱ」と大桟橋旧横浜市役所　行政棟とクスノキ旧横浜市役所　行政棟とクスノキ
　おわりに　横浜市・関内のまち歩き見学会は、偶
然に「Bank ART KAIKO」での市街地の模型を見
学できたことはラッキーでした。さらに、案内役の
平山さんとの親交の深い鹿児島県出身の国吉直行様

（アーバンアーキデザイナー）に横浜市の都市デザ
インの説明を受けられたことは、思いがけない幸運
でした。横浜市の「歴史を生かしたまちづくり」に
ついて学んだことの一部を下部に記します。短時間
でハードな見学会でしたが、平山さんと友好のある
方々には大変お世話になりました。ここに御礼を申
し上げます。ありがとうございました。
横浜市のまちづくりの特徴（一部）
　①歩道の拡幅・整備。②楽しいデザイン（歩道の
絵タイルなど）③オープンカフェなど、ゆったりし
た時間とコミュニケーションの場を提供する。④歴
史的建造物の保全・活用。⑤景観配慮、都市景観協
議地区など、魅力的な景観形成を誘導している。⑥
ヴィスタ（通景）の確保に努めている。⑦今後、横
浜市は都市デザインやアートなまちづくりへと歩を
力強く推進している。など　　� 編集部

日本大通りの歩道日本大通りの歩道
歩道の所々に歴史的絵タイルがはめ込ま歩道の所々に歴史的絵タイルがはめ込ま
れ、まち歩きの楽しさを演出れ、まち歩きの楽しさを演出

特 集 横浜市・セントラル関内のまちづくり

「手回しオルガンとシャボン玉」さくら通りは八重桜が満開「手回しオルガンとシャボン玉」さくら通りは八重桜が満開
令和４年４月 17 日（日）文・写真撮影　平山　正義さん令和４年４月 17 日（日）文・写真撮影　平山　正義さん

　春と秋に周辺の飲食店応援企画の「フード＆ハ
イカラフェスタ」が開かれます。その中で、通り
の一部で車を締め出し、子供から高齢者までゆっ
くり楽しめるイベントが開催されます。主催は、
私も理事として参加している「関内まちづくり振
興会」です。関内は今、市役所移転を契機に大規
模開発ラッシュで、環境が激変しています。古く
からのまち「セントラル関内」は「オールド＆
ニュー」をコンセプトに、振興会まちづくり部会
では、まちの人や行政・大学と協力しながら、こ
れからのまちづくりビジョンの策定に取り組んで
います。

1
面
か
ら
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